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���
谷
　
　
　
幸
　
代
　
議
員�

　
　
　
①
今
回
の
衆
議
院
議
員
総

　
　
　
選
挙
の
結
果
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
か
②
全
国
知
事
会
な

ど
が
、
各
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、

特
に
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
評

価
や
発
言
が
注
目
さ
れ
た
が
、
こ

れ
ら
の
首
長
の
動
き
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
の
か
③
暫
定
税
率
、
直

轄
事
業
負
担
金
の
廃
止
な
ど
に
よ

る
公
共
事
業
の
見
直
し
等
に
対
す

る
認
識
、
社
会
保
障
分
野
の
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
再
編
や
子
ど
も
手
当
創
設
の

認
識
、
農
業
の
戸
別
所
得
補
償
制

度
等
に
つ
い
て
の
市
長
の
認
識
は

④
地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
特
別
国
会
に
お
い
て
、

　
　
　
政
権
交
代
が
現
実
の
も
の

と
な
っ
た
こ
と
は
、
国
民
の
政
治

に
対
す
る
不
満
と
国
政
に
変
化
を

求
め
た
結
果
で
あ
り
、
市
民
生
活

に
も
大
き
く
影
響
し
て
く
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。
②
各
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
地
方
分
権
な
ど
の
テ

ー
マ
が
盛
り
込
ま
れ
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
社
会
保
障
を
中
心
と
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
増
大
す
る
中
で
、

地
方
に
と
っ
て
安
定
的
な
財
源
確

保
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
点
で
は
、
大
き
な

一
歩
に
な
っ
た
と
思
う
。
③
政
権

公
約
の
段
階
で
あ
る
た
め
、
今
後

の
動
向
に
十
分
留
意
し
て
い
く
。

④
今
回
の
総
選
挙
の
争
点
と
な
っ

た
こ
と
は
国
民
的
な
議
論
を
呼
び

起
こ
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
大

変
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
う
。�

（
政
策
調
査
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
ほ
か�

���
新
　
井
　
　
　
宏
　
議
員�

　
　
　
①
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

　
　
　
観
光
客
の
拡
大
②
観
光
事

業
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
本
市
の

Ｐ
Ｒ
③
新
し
い
観
光
資
源
の
掘
り

起
こ
し
や
広
域
的
な
連
携
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
等
の
影

　
　
　
響
は
非
常
に
大
き
く
、
観

光
客
を
迎
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
通
し

て
、
制
作
者
側
と
協
力
し
、
作
品

を
活
用
し
た
本
市
の
活
性
化
、
観

光
振
興
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ

な
が
る
き
っ
か
け
と
し
た
い
。
②

こ
れ
ま
で
は
祭
や
イ
ベ
ン
ト
の
比

重
が
高
か
っ
た
が
、
今
後
は
、
い

つ
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
観

光
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。
観
光

事
業
者
と
協
議
を
行
い
、
観
光
振

興
に
つ
な
が
る
方
策
を
研
究
し
て

い
く
。
③
広
域
エ
リ
ア
内
の
施
設

や
産
物
を
活
用
し
、
多
様
性
や
回

遊
性
を
観
光
客
に
提
供
す
る
こ
と
は
、

新
た
な
誘
客
の
要
素
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
広
域
的
な
連
携

の
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。�

（
商
業
観
光
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
汚
泥
等
の
保
管
場
所
の
確
保
に

つ
い
て
」�

����������������

山
　
田
　
忠
　
之
　
議
員�

　
　
　
①
昨
年
の
市
役
所
の
電
気

　
　
　
料
②
電
球
・
蛍
光
管
の
費

用
③
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
④
イ
ン
バ
ー

タ
ー
へ
の
変
更
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
本
庁
舎
二
千
四
百
三
万
円
、

　
　
　
大
里
庁
舎
四
百
三
十
一
万
円
、

妻
沼
庁
舎
七
百
十
一
万
円
、
江
南

庁
舎
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
含
み

千
四
万
円
で
あ
る
。
②
本
庁
舎
二

十
一
万
三
千
円
、
大
里
庁
舎
一
万

八
千
円
、
妻
沼
庁
舎
四
万
四
千
円
、

江
南
庁
舎
六
万
八
千
円
で
あ
る
。

③
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
は
省
電
力
、
長

寿
命
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
と
、
高
価

格
等
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

今
後
、
導
入
に
向
け
て
比
較
検
討

し
て
い
き
た
い
。
④
イ
ン
バ
ー
タ

ー
蛍
光
灯
は
、
従
来
の
蛍
光
灯
に

比
べ
消
費
電
力
が
最
大
三
割
削
減

さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
庁

舎
と
江
南
庁
舎
は
既
に
イ
ン
バ
ー

タ
ー
蛍
光
管
を
導
入
し
て
お
り
、

大
里
、
妻
沼
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
老
朽
化
し
た
蛍
光
管
の
取

り
替
え
時
に
順
次
イ
ン
バ
ー
タ
ー

蛍
光
管
に
切
り
替
え
、
経
費
削
減

に
努
め
て
い
き
た
い
。�

（
庶
務
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
熊
谷
文
化
創
造
館
『
さ
く
ら
め
い

と
』
の
運
営
に
つ
い
て
」�

��

�

新
　
井
　
昭
　
安
　
議
員�

　
　
　
①
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況

　
　
　
②
実
施
の
繰
り
上
げ
と
調

査
面
積
の
拡
大
（
吉
岡
地
区
）
に

つ
い
て
③
測
量
の
精
度
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
旧
大
里
町
、
旧
妻
沼
町

　
　
　
は
調
査
が
終
了
し
て
い
る
。

旧
江
南
町
は
市
街
化
調
整
区
域
が

終
了
し
て
お
り
、
旧
熊
谷
市
で
は
、

計
画
面
積
五
十
八
・
八
五
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
二
十
八
・

〇
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
調
査

済
み
で
あ
る
。
現
在
、
小
島
地
区
、

吉
岡
地
区
で
実
施
し
て
い
る
。
②

吉
岡
地
区
は
、
十
地
区
に
区
割
り

し
た
計
画
区
域
を
定
め
、
現
在
、

万
吉
地
内
を
実
施
し
て
い
る
。
実

施
地
区
の
繰
り
上
げ
、
お
よ
び
調

査
面
積
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
国

庫
補
助
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
お
よ
び
県
予
算
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
本
市
の
財
政
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た
い
。

③
平
成
三
年
度
以
降
、
光
の
反
射

を
利
用
し
た
測
量
機
器
に
よ
り
、

距
離
と
角
度
を
正
確
に
測
定
し
、

土
地
境
界
の
位
置
を
地
球
上
の
座

標
値
と
し
て
記
録
し
て
い
る
た
め
、

境
界
杭
等
が
失
わ
れ
て
も
高
い
精

度
で
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。�

（
農
地
整
備
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
和
田
吉
野
川
及
び
和
田
川
の
改
修

進
捗
状
況
つ
い
て
」
ほ
か�

答�

答�

答�

問�

問�

光
熱
費
の
経
費
削
減
に�

　
　
　
　
　
　
　  
つ
い
て�

地
籍
調
査
の
促
進
に
つ
い
て�

熊
谷
市
の
観
光
行
政
に�

　
　
　
　
　
　
　  

つ
い
て�

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て�

問�

交通安全宣言都市・くまがや� 非核平和宣言都市・くまがや�

問�答�

妻沼聖天山妻沼聖天山�妻沼聖天山�


